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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和５年度】 

（評価日 令和６年６月 12日） 

１ 施設の概要 

施設名 リアスハーバー宮古 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

宮古市神林９番１号 

電話番号 0193-71-1120 FAX 0193-71-1121 

http://riashb.com 

設置根拠 岩手県港湾施設管理条例（昭和 40年岩手県条例第 37号） 

設置目的 
（設置：平成 11年４月 東日本大震災に伴う災害復旧完了 平成 26年５月） 

 海洋性レクリエーション需要の増大に対応し、ヨット競技の普及に寄与するため。 

施設概要 

敷地面積、建物面積、主な施設、利用定員等 

面積：水域 約 13,200㎡、陸域 約 12,400㎡ 

管理棟１棟 309.0㎡ 艇庫１棟 416.0㎡ ボートヤード 1,058㎡ 

対象船種：ディンギーヨット 

収容隻数：150隻（艇庫 75隻、ボートヤード 75隻）、係留桟橋：30隻 

施設所管課 
岩手県 県土整備部 港湾空港課  

（電話 019-629-5912、メールアドレス AG0012@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 特定非営利活動法人いわてマリンフィールド 

指定期間 令和５年４月１日～令和 10年３月 31日（５年間） 

連絡先 電話 0193-71-1120 FAX 0193-71-1121 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主なも

の） 

リアスハーバー宮古の維持管理に関する業務 

その他リアスハーバー宮古の利用の促進に関する業務 

職員配置、管理体制 

 

３名（令和６年 4月１日現在） 組織図 

施設長１名（NPO法人理事長）、事務局員３名 

副理事長 2名、理事６名、監事２名 
（内訳）常勤職員 1名 

    非常勤職員 2名 

利用料金 

艇 庫：（一般）6,490円／月、330円／日 （学生）3,245円／月、1日 165円／日 

艇置場：（一般）1ヶ月 3,190円／月、154円／日 （学生）1,595円／月、77円／日 

研修室：（一般）880円／時間 （学生）440円／時間 

開館時間 
４～10月：９～19時 

11～３月：９～17時 
休館日 

毎週月曜日 

12月 29日～１月３日 

 

４ 施設の利用状況        （単位：人） 

（利用者数、

稼働率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 

備考 平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 

令和３

年度 

令和４

年度 

令和５

年度 
期間平均 

第１四半期 6,965 10,195 10,362 2,313 5,838 6,116 9,117 7,324  

第２四半期 6,637 8,139 7,847 4,805 4,141 8,253 7,120 6,718  

第３四半期 3,429 3,583 2,718 3,372 3,326 4,145 3,373 3,420  

第４四半期 1,991 2,167 1,811 2,488 1,233 2,256 2,515 2,078  

年間計（実績） 19,022 24,084 22,738 12,978 14,538 20,770 22,125 19,539  

年間計（計画）  20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000  

 

http://riashb.com/
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５ 収支の状況         （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 

備考 平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 

令和３

年度 

令和４

年度 

令和５

年度 
期間平均 

収

入 

利用料金収入 2,009 1,604 2,021 2,059 2,016 2,343 2,059 2,017  

県委託料 7,691 7,539 7,694 7,704 7,704 7,814 7,643 7,683  

前期繰越等 36 ２ 83 43 25 25 0 30  

その他 12 44 ４ ９ 12 ０ 7 13  

小計 9,749 9,189 9,802 9,815 9,757 10,182 9,709 9,742 縦計 

支

出 

人件費 5,885 5,188 5,643 5,903 6,126 6,565 6,214 5,940 給与等 

需用費 1,958 1,672 2,169 2,165 1,922 1,862 1,740 1,922 光熱水費等 

役務費 364 352 387 324 377 380 393 393 通信費等 

委託料 1,137 1,217 1,203 1,177 1,111 979 986 1,112 清掃委託等 

使用料賃借料 344 675 357 220 196 270 249 328 複写機等 

保険 25 ０ ０ ０ ０ 126 126 42  

小計 9,713 9,104 9,759 9,789 9,732 10,182 9,708 9,712 縦計 

収支差額 36 85 43 26 25 0 1 30 縦計 

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 要望等、窓口や各団体からの意見聴取 
実施 

主体 

指定管理者（特定非営利活動法人

いわてマリンフィールド） 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情 0件、要望 0件、その他 0件 

主な苦情、要望等 対応状況 

①  

②  

③  

その他利用者からの積極的な評価等 
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７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 

 

（管理等業務仕様書第２） 

・関係法令及び管理等業務仕様書に

基づき、業務を履行する。 

・仕様書に定めのない事項であって

も業務上必要と認められる事項は管

理代行料の範囲で実施する。 

※計画どおりの開所（利用日、利用

時間） 

※適正な使用許可と利用料金徴収 

・関係法令及び管理等業務仕様書に

基づき、適正に業務を履行した。 

・ビジタークルーザーヨット等の停

泊、給水等についても対応した。 
A 

施設の利用状況 

 

（管理等業務仕様書第 19） 

各有料施設につき有料施設利用台帳

を備え、利用状況を明らかにしてお

く。 

※利用者数の目標達成度評価 

※過去の実績との比較 

・利用台帳を備え利用状況を明らか

にした。 

※利用者数は目標を達成 

 (R５年度目標 20,000人) 

     実績 22,125人 

A 

事業の実施状況 

 

（R５業務計画書） 

①各種マリンスポーツ教室の開催 

②各種イベントの開催 

③関連団体と連携したイベントの開

催及び利用推進 

④研修室利用促進のために会社及び

各種団体に利用を働きかける事業計

画に定められたイベントの開催等に

より利用者を増加させる。 

新型コロナウイルスが５類へと移行

したことにより、各種イベントに参

加いただく人数が増加。 

・小中学校を中心としたマリンスポ

ーツ体験を行い施設の有効利用を図

った。 

・研修室利用促進のため、ホームペ

ージを活用し広く利用を働きかけ、

企業・地域団体等の研修会や講習会

等を誘致した。 

B 

施設の維持管理状況 

 

（管理等業務仕様書第 10、

第 11、第 12、第 13） 

①施設等及び備品を適正かつ良好な

状態で管理する。 

②定期的に点検、手入れなどを行い、

安全性、快適性、機能性を確認する

とともに劣化損傷を未然に防止す

る。 

③劣化損傷に対して取替え・補修を

行い、安全性、機能性、美観を回復

する。 

④法令により点検等が義務付けられ

ている施設又は特に必要と認められ

る施設の点検等を実施する。 

※清掃業務、機械警備業務、浄化槽

維持管理業務、環境衛生業務の適正

な実施 

・管理等業務仕様書に基づき、適正

に管理した。 

・清掃業務、機械警備業務について、

専門業者による保守点検を行った。 

・施設の不具合等について、専門業

者による修繕を行い、施設機能の維

持を図った。 

・法令に基づく浄化槽水質検査、消

防点検（消火器点検含む）について、

専門業者による点検等を実施した。

  

B 

記録等の整理・保管 

 

（管理等業務仕様書第４） 

業務の実施結果等について管理日誌

に適切に記録保管する。 

業務の実施結果について、管理日誌

に適正な記録を行った。 B 

自主事業、提案内容の実施

状況 

 

（基本協定書第 35条） 

設置目的に合致し、法令に違背せず、

かつ管理業務の実施を妨げない範囲

において自己の責任と費用により、

自主事業を実施することができる。 

 ・各種マリンスポーツ教室の開催 

 ・各種イベントの開催 

自主事業・イベントの積極的な開催

に努めたほか、ホームページを利用

し、利用者の拡大を図った。 

※実施例：シーカヤック教室、ビー

チコーミング講習会等の開催 

B 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 施設の維持管理が適切に行われた。 

 新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い、各種イベントの開催やホームページを活用した利用

促進の取組により、利用者数の目標値を達成した。 

・改善を要する点 

 〇新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い、施設利用者数は増加したが、コロナ禍以前の利用

者数には至っていないため、今後も各種制度の活用や他団体との協働等を図り、更なる施設利用者の

拡大に努めることが望ましい。 

B 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 

 

（管理等業務仕様書第６） 

各業務に適した者を適時適切に配置

する。 

※知識経験を有する人員の適切配置 

・マリンスポーツ・ヨット等に精通

した者を適切に配置した。 B 

苦情、要望対応体制 

 

（管理等業務仕様書第 20） 

施設利用者等からの苦情・提言等に

ついて受付対応する。 

※受付・処理体制の確立、件数把握、

適切な対応と改善状況 

・受付・処理体制を整えているが、

管理上の苦情はほぼない。 
A 

危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

 

（管理等業務仕様書第 22、

第 24） 

・事故者の保護に努め、応急手当を

行うほか救急車の要請等適切な措置

を行う。 

・利用者の金品の盗難、紛争等の事

件が発生した場合は所轄の警察署に

通報する。 

・事故事件の内容に関わらず当事者

又は目撃者から場所、経緯並びに住

所、氏名、保護者等を聴取し原因の

究明に努め、管理上の改善が必要な

場合は速やかに対応する。 

・災害が発生した場合又は発生する

おそれがある場合は、土木施設災害

対策マニュアル等に従って対応す

る。 

・定期的に消防又は避難訓練を実施

する。 

・災害・事故発生時に迅速に対応す

るための緊急連絡表や独自の対応マ

ニュアルを作成している。 

・警察署のパトカーが定期巡回し警

戒にあたっている。 

・津波発生時における、利用者の避

難誘導、関係機関への連絡・情報交

換体制を整えている。 

・避難道の確認を兼ねて職員の避難

訓練を行っている。 

A 

コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

 

（基本協定書第２条、第

18条、第 19条、別記５個

人情報取扱特記事項） 

①関係法令並びに基本協定に従い、

信義に沿って誠実に円滑な管理運営

を行う。 

②管理運営の実施に関し知り得た情

報を漏らし、又は管理運営目的以外

に使用してはならない。 

③個人の権利利益を侵害することの

ないよう個人情報を適正に取扱う。 

・関係法令を遵守するとともに、業

務上知り得た情報の漏洩等はない。

利用者の個人情報等の取り扱いにつ

いても適切に対応した。 
B 

県、関係機関等との連携体

制 

 

（管理等業務仕様書第 25） 

業務の範囲内において関係機関と連

絡調整を行う。 

※緊急時の連絡体制の確保 

・施設管理・イベント開催等におけ

る宮古土木センター、宮古海上保安

署、宮古警察署、宮古市、宮古漁業

協同組合等、関係機関との連携体制

を整えている。 

B 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 マリンスポーツに精通した職員を配置するとともに、危機管理については独自の対応マニュアル等を策

定するなど、適切な運営体制をとっていると認められる。 

・改善を要する点 

 特になし。 

B 

 

(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 利用者ニーズに対応した管理運営業

務の実施 

職員の適切な接客態度 

・高校生のクラブ活動、一般のヨッ

ト・シーカヤック愛好者などに対し、

快適な利用が図られるように努め

た。 

B 

利用者サービス 

 

（管理等業務仕様書第 20、

第 21） 

①利用者に対し次に掲げる情報を適

宜提供する。 

 ・施設の内容及び配置、使用手続

き等のガイダンス 

 ・忘れ物、待ち合わせ等のメッセ

ージ 

 ・その他の施設管理上必要と認め

られる情報 

②パンフレットの作成配布等、施設

に関する情報を提供する。 

・施設概要・利用手続き等について

ホームページ・パンフレット等によ

り周知を図った。 

・情報掲示板によって適宜情報提供

した。 

・ホームページ、市広報の活用など

により、施設利用やイベント開催等

について情報提供に努めた。 

B 

利用者アンケート等 必要に応じて利用者アンケート等を

実施する。 

・定期的な利用者が多く口頭での要 

望が 多かったことからアンケート

調査の必要性を感じず実施ししなか

った。 

B 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 利用者に対し、快適な利用が図られるように努め、情報掲示板やホームページ等を活用し、施設利用や

イベント開催等について情報共有に努めている。 

・改善を要する点 

 特になし。 

B 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 ・応募段階の収支計画と乖離してい

ないこと。 

・財産状況が著しく悪化していない

こと。 

・概ね計画に沿った事業収支となっ

た。 
B 

指定管理者の経営状況 ・団体の財務状況が適切であること。 

・財務状況が悪化していないこと。 

・概ね計画に沿った事業収支となっ

た。 
B 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 特になし。 

・改善を要する点 

 特になし。 

 

B 
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※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理がな

されている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

・県条例・協定書・管理業務仕様書を遵守し、適正な施設管理・利用者サービスの向上を図った。 

・新型コロナが５類へ移行したことによりイベントへの参加が増加したことから、施設の周知、イベントの情報

提供に努めた。 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

・児童生徒の親水体験事業や身障者等のマリンスポーツ普及活動。 

③ 県に対する要望、意見等 

・港内の静穏性が低く、海況不良時にはポンツーンの利用ができない場合があることから、外郭施設の延長が望

まれる。スロープの海面に接している部分が台風等の波が荒い際に時折コンクリートのパネルが欠け穴となる部

分があり、定期的なメンテナンスを求める 

 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

  利用者の利便性向上のため、通年開所等に取り組んでいる点が非常に評価できる。 

  また、自主事業の実施や施設利用を企業や関係団体に働きかけるなど、利用者の増加に努めたことにより、

利用者数が目標値を上回り、施設の利用促進が図られた。  

② 県の対応状況について（自己評価） 

 施設の不具合等については、今後も指定管理者からの報告により、予算を勘案しながら早急に対応することと

したい。 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

  特段の検討課題は生じなかった。 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 

 

 


